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去
る
七
月
十
七
日
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
安

全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
下
事
業
実
施
報
告
の
概
要
及
び
講
習
会
の
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度(

公
社)

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

タ
ー
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
実
施
要
領 

一
．
趣
旨 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上

で
、
会
員
の
健
康
、
安
全
で
適
正
な
就
業
の
確
保

が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
会

員
の
就
業
中
、
途
上
を
問
わ
ず
事
故
が
発
生
し
、

そ
の
対
策
強
化
に
重
点
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
を
設

定
し
、
連
合
と
連
携
し
て
集
中
的
な
事
故
防
止
対

策
を
推
進
す
る
。 

二
．
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間 

平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で 

の
一
ヶ
月
間
と
す
る
。 

三
．
全
国
統
一
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、
あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く 

な
」（
平
成
二
九
年
度
か
ら
平
成
三
一
年
度
ま
で
の 

全
国
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
） 

四
．
当
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
事
項 

 

⑴ 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
等
の
開
催
及
び
安 

全
大
会
、
研
修
会
等
の
実
施 

⑵ 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル(

現
場
巡
回
指
導)

の
実
施 

⑶ 

安
全
対
策
日
（
毎
月
第
３
木
曜
日
）
の
実
施 

（
機
械
・
器
具
及
び
安
全
保
護
具
の
点
検
整
備
等
） 

⑷ 

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の
提
出 

⑸ 

安
全
就
業
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
配
布 

 

 

 

 

⑹ 

適
正
就
業
の
徹
底
（
指
揮
命
令
・
混
在
就
業 

の
排
除
、
契
約
書
等
の
チ
ェ
ッ
ク
） 

⑺ 

健
康
診
断
の
奨
励 

⑻ 

そ
の
他(

手
引
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
活
用) 

 平
成
三
十
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推
進
計
画 

一
．
目
的 

 
 

安
全
で
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を 

実
現
す
る
た
め
、「
平
成
三
十
年
度
安
全
・
適
正
就 

業
推
進
計
画
」
を
定
め
、
安
全
就
業
、
適
正
就
業 

の
推
進
に
取
り
込
む
こ
と
と
す
る
。 

 

  



- 2 - 

 

二
．
管
理
体
制
の
確
立 

 
⑴ 

安
全
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
（
年
間
二
回
） 

 

⑵ 
安
全
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
員
の
配
置 

三
．
安
全
・
適
正
就
業
意
識
の
啓
発 

⑴ 

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
（
七
月
）
の
設 

定
と
推
進 

 

⑵ 

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催 

 

⑶ 

無
事
故
継
続
記
録
の
管
理
と
提
示
（
安
全
掲 

示
板
の
設
置
） 

四
．
安
全
管
理
教
育
の
実
施 

⑴ 

沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
（
安 

全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
）
の
訪
問 

指
導
及
び
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

⑵ 

研
修
用
教
材
「
刈
払
機
の
安
全
作
業
」「
熱
中 

症
」
等
教
材
の
活
用 

五
．
会
員
の
健
康
管
理
の
推
進 

 

⑴ 

入
会
時
の
健
康
状
況
の
確
認 

 

⑵ 

定
期
的
な
健
康
診
断
の
奨
励 

六
．
安
全
就
業
の
推
進 

 

⑴ 

危
険
予
知
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
Ｋ
・
Ｙ
・
Ｍ
） 

と
安
全
保
護
具
（
安
全
帽
、
命
綱
等
）
使
用
の 

徹
底 

 

⑵ 

刈
払
機
の
適
正
使
用
と
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
の 

徹
底 

⑶ 

脚
立
の
適
正
使
用
及
び
就
業
現
場
の
整
理
・ 

整
頓
の
徹
底 

⑷ 

「
作
業
中
」
表
示
板
等
に
よ
る
第
三
者
へ
の 

注
意
喚
起
の
徹
底 

⑸ 

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
に
よ
る
就
業
現
場 

巡
回
に
よ
る
安
全
点
検
の
実
施 

⑹ 

交
通
法
規
に
基
づ
い
た
安
全
運
転
の
徹
底 

⑺ 

事
故
要
因
の
分
析
と
防
止
策
の
推
進 

⑻ 

安
全
対
策
日
の
実
施
促
進 

⑼ 

「
安
全
就
業
基
準
不
履
行
等
会
員
に
対
す
る 

措
置
」
の
徹
底 

七
．
適
正
就
業
の
推
進 

⑴ 

「
適
正
な
運
営
の
た
め
の
受
注
基
準
」
及
び 

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
徹
底 

⑵ 

「
適
正
な
受
託
と
就
業
の
た
め
の
自
主
点
検 

表
」
に
よ
る
事
前
確
認
の
徹
底 

⑶ 

発
注
者
等
か
ら
の
指
揮
命
令
の
排
除 

⑷ 

発
注
者
従
業
員
と
の
混
在
就
業
の
排
除 

八
．
そ
の
他 

 

⑴ 

安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
好
事
例
等
の
情 

 
 

報
収
集
と
提
供 

   
 
 
 

リ
ー
ド
機
械 

代
表
者 

川
満 

盛
重 

 

 
 

 

 

芝
刈
り
機
と
刈
払
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
講

習
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
機
械
も
、
オ
イ
ル
や

ク
リ
ー
ナ
ー
の
始
動
前
の
点
検
の
大
切
さ
を
改
め
て

再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
刈
払
機
で
は
、
飛
ん
で
来
る
方
向
に
ネ
ッ
ト

を
立
て
る
重
要
性
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

保
健
師 

宮
良
智
佳 

 熱
中
症
の
予
防
に
は
、
水
分
補
給
と
暑
さ
を
避
け
る 
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・
こ
ま
め
に
水
分
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
暑
さ
に
強
い
か
ら
大
丈
夫
？ 

・
部
屋
の
中
な
ら
大
丈
夫
？ 

高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す 

・
体
内
の
水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す 

・
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す 

・
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
節
機
能
が
低
下
し
ま
す 

熱
中
症
は
、
室
内
で
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
夜
も

注
意
が
必
要
で
す
。 

   

六
月
二
一
日
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
度
第
一
回
安
全
・
適
正

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
事
項
は
、
安
全
適
正
就
業
実
施
計
画
及
び
強

化
月
間
取
組
に
つ
い
て
で
、
併
せ
て
、
次
の
方
々
へ

の
安
全
適
正
就
業
委
員
へ
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。 

 

委
員
長
・
副
委
員
長
は
委
員
に
よ
る
互
選
で
、
そ

れ
ぞ
れ
中
川
さ
ん
と
上
地
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
二
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

浜
崎
マ
リ
ー
ナ
（
小
型
船
置
場
管
理
事
務
所
）
は
、

現
在
四
名
の
会
員
に
よ
る
輪
番
制
で
就
業
し
て
い
ま

す
。
場
所
は
石
垣
市
港
湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
辺
で
、
主

な
業
務
は
船
置
場
使
用
に
つ
い
て
の
確
認
、
及
び
給

水
施
設
（
給
水
栓
）
の
開
閉
や
使
用
後
の
水
量
計
算

（
検
針
）
な
ど
で
す
。 

 

就
業
時
間
は
、
夏
場
（
三
月
～
十
月
）
は
十
二
時

間
、
冬
場
（
十
一
月
～
二
月
）
は
十
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
給
水
施
設
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
船
、
釣
り
船
、

海
上
保
安
部
巡
視
船
、
税
関
監
視
船
等
が
利
用
し
て

お
り
ま
す
。 

 氏 名 備考 

委員長 中川 榮治 会員理事 

副委員長 上地 美智枝 会員 

委 員 田村 治義 会員理事 

委 員 橋本 宏 会員 

委 員 浦崎 千博 会員 

委 員 大城 弘 会員 

委 員 次呂久 功 会員 

委 員 赤嶺 ヨシ子 会員理事 

委 員 仲大盛 有貴江 会員理事 



- 4 - 

 

朝
八
時
に
出
て
、
ま
ず
最
初
に
係
船
状
況
（
船
が

所
定
の
位
置
に
係
留
し
て
い
る
か
）
の
調
べ
を
行
い

就
業
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
は
構
内
の
ご
み
拾
い

な
ど
を
行
い
、
定
期
的
に
巡
回
も
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
構
内
の
給
水
栓
は
三
二
箇
所
あ
り
、
一
番

遠
い
給
水
栓
は
管
理
事
務
所
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夏
場
は
検
針
の
移
動
が
大 

変
で
す
。
時
期
的
に
は
七
～
八
月
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
客

が
最
も
多
い
期
間
で
、
多
い
と
き
に
は
一
日
三
十
件

ほ
ど
の
給
水
使
用
が
あ
り
ま
す
。
給
水
利
用
の
内
訳

は
、
貯
水
、
船
の
洗
浄
、
用
具
の
水
洗
い
等
で
す
。 

 

 

 

ま
た
、
外
国
船
籍
の
ヨ
ッ
ト
も
入
港
す
る
の
で
、

入
港
及
び
出
港
の
チ
ェ
ッ
ク
や
給
水
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

業
務
終
了
前
に
業
務
日
誌
を
作
成
し
、
一
日
の
給

水
件
数
、
使
用
水
量
、
使
用
船
名
等
を
記
入
、
翌
日

に
業
務
日
誌
提
出
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

就
業
は
台
風
な
ど
で
業
務
停
止
指
示
が
出
な
い
限

り
年
中
無
休
で
、
や
は
り
お
盆
や
お
正
月
の
就
業
は

辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
就
業
日
に
用
事
が

あ
る
場
合
は
交
代
で
き
る
よ
う
、
互
い
に
調
整
し
て

支
障
の
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。 

年
中
無
休
の
就
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ス
の
な

い
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
就
業
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
以
上
、
浜
崎
マ
リ
ー
ナ
の
職
場
紹
介
で
し
た
。 

（
石
垣 

博
史 

記
） 

  

お 

知 

ら 

せ 
 

★
主
要
行
事
予
定 

 

 

◎ 

シ
ル
バ
ー
の
日
普
及
啓
発
促
進
月
間 

場
所 

未
定 

 

日
時 

平
成
三
十
年
十
月
二
〇
日(

土) 

詳
細
は
、
後
日
事
務
局
か
ら
通
知
し
ま
す
。 

★
清
掃
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習
受
講
者
募
集
中 

 

・
内
容
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
業
す 

る
為
に
、
屋
内
清
掃
作
業
の
基
礎
知
識 

や
技
能
を
習
得
す
る 

・
定
員
：
十
名 

・
受
講
料
：
無
料 

・
日
時
：
十
月
二
四
日(

水)

～
十
一
月
一
日(

木) 

 
 
 
 
 

六
日
間
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
） 

 
 
 
 
 

十
三
時
～
十
六
時 

・
詳
細
は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
  

 

猛
暑
の
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

体
調
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
安
全
・
適
正
就
業
推
進

大
会
の
中
で
も
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
夜
中
で
も
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
毎
日
の
よ
う
に
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

機
械
講
習
の
中
で
は
、
機
器
の
取
り
扱
い
方
法
や

作
業
の
方
法
に
つ
い
て
の
注
意
点
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
十
分
に
注
意
し
て
作
業
に
当
た
っ 

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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